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スパッタリング法によるメゾスコピック粒子の光物性 

Optical Properties of Mesoscopic Particles by Means of Sputtering Methods 
 

○才津量子 1），才津粒子 2） 

（メゾスコピック大・クラスター科 1），サイズ大・ナノ科 2）) 

 

Abstract：英文で（メゾスコピック粒子の物性研究の第一歩は，物性測定に十分な量のメ

ゾスコピック粒子を，粒子サイズを…… 

英文終わり 

 

 従来からメゾスコピック粒子の作製には様々な方法が用いられているが，得られる粒子の大きさ，

形態，物性測定への適用性等についてそれぞれ一長一短があり，研究目的に応じて最適な方法を選

択せねばならない。物性測定の面からは，測定に十分な量の粒子を安定した状態で得ることが最も

重要で，またサイズや構造を十分に評価できることも重要である。我々は，r f スパッタリング法を

メゾスコピック粒子の作製に応用できることに気付き，現在までに種々の物質についてサイズの評 
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